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JADDO
アジアのこども達を援助する会

事務局:〒895鹿児島県川内市神田町11-20

若詮記含病院となり寿泉堂薬局

TEL.0996-20-1402

JADDOへの入会、ありがとうございます。
JADDOへの入会、誠にありがとうごさいます。

1992年12月から細々と続けてきましたが、会則等作り声をかけせていただいたところ、賛同く

ださる方が大勢、会員になってくださりありがたく思います。皆様からの会費を無駄の無いよう、アジ

アの途上国の子供たちに届けます。これからも、よろしくご指導、ご援助くださいますようお願いいた

します。(JADDO規約をお届けいたします。ご意見いただければ幸いです。)会長:帖佐理子

一幸侵告一

10月ドンカルム村小学校へ井戸掘
の費用(760ドル)を渡す。

12月タ_ラ_ト村小学校へ学用品
を届ける。

諸種の事情で、出発が遅れておりま

すが、そろそろ帖佐理子がラオスへ居

を移します。ラオスだよりを楽しみに

してください。

 一ノΨい

夢雛

、線誕

灘…{・1舗
上:ビエンチャン市内にて中華饅頭を売る女の子

ピーマイ(ラオスの正月)のパレード、古都ルアンパバーンにて._...裏面記事を参照ください._
左:旧王宮前を通るパレード。今年の山車(猪)に乗るミス・ルアンパバーン

右:プーニュー(先祖:男)、ニャーニュー(先祖:女)、獅子
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ラオスの生活*ピ.マイ*協猟勾繍霧詫害繍驚麦塩
ピーマイとはラオスのお正月のことです。仏教iンババーンはそのまま国一番の美入と評価されま

国のこの国は正月も仏教歴の新年に祝います。今年iす。コンテストは日本と違い水着などありませんが

は4月14日15日16日でした。iテレビでも放映されます。共産主義国家のラオスで
1975年の革命以後、華やかな祭りは自粛され、正iは画期的なことです。

月の祝いもなかったそうですがラオス版ペレストロ1正月の第二日目は町のメインストリートをパレー

イカ、チンタナカーン・マイ(新思考)の改革運動iドします。朝から町中がソワソワしており、午後1
につづく開放政策の影響で1987年から祭り'が復活し;時、金の仏像を先頭に50人くらい僧侶(ビルマの
ました。特に旧王都、ルアン・ババーンのお祭りはi竪琴のお坊さんのスタイルです)が黒い傘をさして

華やかです。革命以前は二週間も続けて行なったそi歩き始めると、民族楽器がにぎやかに演奏を始め、

うです。復活後は三日間です。i獅子舞いみたいな赤いお面2人(男の祖先と女の祖
ちょうど、私もラオスに滞在中でしたのでラオスi先)と獅子のお面の3人が踊りながら続きます。そ

人の友人の勧めでルァン・ババーンに行ってきましiの後を少数民族のグループ、80人近くの正装した
た。ラオスは三つの王国が集まってできた国です。i若い女の子たち、そして動物をかたどった山車に乗
その象徴として三つの頭を持った象があります。ルiった今年のミス・ルアンパバーンと長い行列が町の
アン・'ババーンは一六世紀までは政治の中心でし.たi中央どおりの端からもうかた端へとゆっくり進みま
し革命までは王朝が続いていました。旧王宮は現在iす。まわりで見ている町の人や観光の外国人もつら
博物館として観光客に公開されています。{れて、あとからついて歩いてしまいます。ラオスの

革命で王家の人々は国外に追われたようですが、i四月は一年で一番暑いときです。その時期の午後で

この国は不思議なところで当時のプリンセスがルアiすから、大褒な暑さですが、ラオスの正月は他の東
ン・パパーンの真ん中に、現在プリンセスホテルをi南アジア②国々と同じ水かけ祭りでもあります。正
経営しています。小さいけれどとても洒落た、よいi月に時期はお互い水のかけあいです。パレードに私
雰囲気のホテルです。一一iも参加しましたが終点のお寺に着いた頃には全身ず

正月の第一日目はメコン川対岸の洞窟に行き、中iぶぬれでおまけに白い粉までかけられて散々な姿で

に安置されたたくさ庖の仏像に花と蝋燭をささげま・した。とても楽しい一日でした。夜はお寺に行き、
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、仏像を花びら入りの水で洗います。

・i第3.日目は静かにすごすようでした。
iにぎやかな正月が終わりしばらくすると雨期にな
iり、農業に忙しい目々が始まります。

昨年10月、共同通信社から取材を受けたもので

す。全国の地方新聞数社に掲載されました。

=参考=

国際協力事業団=JICA(ジャイカ):Japan

InterhationalCooperationAgency:開発途上国

の経済、社会の発展に寄与し、国際協力の促進を図

るために、国と国との約束に基づく技術協力(政府

ベースの技術協力)を中心とした業務を行なう機関

研修中の研修員・…∵…1,099名(累計111,588名〉・

派遣中の専門家………1,430各(累計35、714名)

派遣中の調査団………182名(累計88、278名)

派遣申の海外青年協力隊…1,925名(累計12、449名)

JICA扱い海外移住者累計…一一一(累計73、219多)
活動中の海外開発青年…・・96名

*累計=1952年4月1日からの合計人数(1993年3月末現在)
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JADDO
アジアのこども達を援助する会

事務局;〒895鹿児島県川内市祷田町11-20
若桧記会病院内TEL,0996-20-・1402

FAXO996-23-6681

JADDO視察団ラオスへ
1995年2月16日～

20日、JADDO視察団を
ラオスに迎えました。メンバ

ーは次の4名でした。

JADDO副会長帖佐宗親

監事若松郁子

会員帖佐久子

会員若松裕子

ge薄;Z乞からオンケ4轍の
搬発堂、妨佐號鳳
 岩撚葡『κ、齢佐久子κ

16日

17日
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ビエンチャン到着

ホンケ小学校視察

現地スタッフと会合
タラート小学校視察

ドンカルム小学校
ビエンチャン発

連日視察のスケジュールに宋舗装道路を4輪駆動i在といいますかラオスのことを思っでくれる日本人
での移動、強い日差しなど視察団の心身に負担をかiがいるのだとラオスの入たちに実感してもらえたよ
けてしまいました。この視察でJADDO会員の存iうです。

ホンケ小学校衛生教育視察
ビエンチヤンの町の中心地にあるホンケ小学校のiと英語で説明。英語の部分はホンケ小学校PTA会

衛生教育を視察。i長に通訳を頼みました。
下痢の時の対応(経口補水液をのむ)と経口補水iラオスで作ってもらったラオス語の説明と写真つ

液の作り方(米と塩を使って作るもの。ユニセフのiきのポスターは学校に1枚しか持って行けませんで
指導による)を帖佐理子JADDQ会長がラオス語iしたが校長先生が同じように描いて各教室に貼りま

しょうと言ってくださいまし

 た。

嶺,

「今、下痢してる子は手を
挙げて。」に応えて挙手して

いる子供たち。健康調査の時

に90人中22人(24%)
が下痢をしていました。

下痢による脱水で命を落と
す乳幼児も多いです。



タラート村小学校井戸、トイレ、図書室兼職員室の完成式 1995年2月18日

小学校の児童、先生方の他

にPTA関係者、それにこの

地方の郡知事、教育長まで参
加しての大がかりな式典でし
 た。

式典の様子はラオステレ
ビで放送されました。

知事さんが祝辞を述べてい
るところです。左側の2つの
ドアのある建物がトイレで、

右側が図書室と職員室のある
建物です。JADDOからの

寄付であると屋根からの幕と
建物入り口のはり紙に書いて

あります。

井戸は右手の崖の下にあり
ます。ポンプでドラム缶に汲

み上げて水のみ場で使用しま
す。井戸研究所の検査でこの

まま飲料に使って問題の無い
水とのことでした。

視察にあわせてJADDO

会員(馬場寛利様)から届い
た鉛筆等の文房具を渡しまし
た。また、視察団からはバト

ミントンの道具、サッカーボ
ールのプレゼントがありまし
 た。

お礼の花束を受

ける視察団(若松裕子氏と帖
佐宗親氏)


